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公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

表紙に寄せて

　今年は辰年。干支の中で辰（龍）だけが架
空の動物で、古来より中国では権力の象徴と
され、縁起の良い生き物です。
　一方で戊辰戦争、日露戦争など過去には大
きな出来事も多く、動乱の年とも言われます。
　歯科界も大きく変化しなければならない時
期を迎えています。
　令和６年が平和で、健やかで、明るい話題
に溢れる一年になりますようお祈りします。

（Ａ・Ｋ）
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一般社団法人熊本県歯科医師会　会長　　伊　藤　明　彦

　新年あけましておめでとうございます。皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えになら
れたこととお喜び申し上げます。
　昨年６月に熊本県歯科医師会会長３期目をご承認いただきました。既存の会務全般について見
直すなど現状維持バイアスに囚われず、より良い方向を模索しながら執行しているところでござ
います。
　現在、災害や感染症への対応、医療DX、マイナ保険証、インボイス制度、電子帳簿等保存制
度など、私たち歯科医師を取り巻く環境は劇的に“変化”しており、それに対し早急に対応する
ことが国から求められています。
　熊本県においても様々な事柄が“変化”してきています。熊本地震・県南人吉豪雨などの自然
災害後の方針については、蒲島熊本県知事より、単に元に戻す「復興」ではなく、より良く戻す
「創造的復興」が提唱されています。このスローガンの基、「オール熊本」で頑張ろうと、県民、
行政、企業や団体が取組み、住宅、道路、橋など基礎的なインフラ整備が進んでいます。歯科業
界においても、グループ補助金の活用により概ね回復してきました。しかし、これまでの教訓を
踏まえ、今後の災害に対する備蓄対策を含めた、有事も想定した堅固なシステム作りを創造して
いかなければなりません。感染症については、全国歯科医院における診療を契機とする新型コロ
ナ感染症のクラスター発生はほぼ報告されていないことは、日頃からの先生方の盤石な感染対策
の賜物であると、心より感謝申し上げます。パンデミック時に、歯科治療行為への偏見的な報道
などに対してエビデンスある広報活動をいかに迅速に行っていくことが必要であるか顕在化し、
今後も大きな課題だと考えています。物価高騰に対しては、公定価格により診療している医・歯・
薬などの医療従事者が、一丸となって国に対して強い要望を行っているところですが、日歯と共
に今後の展開を注視していく必要があります。また、マイナ保険証・医療DXの推進に関しても
国民・歯科医師会会員が取り組みやすい環境を整えながら段階的に推進してくことを要望してい
きます。また、半導体メーカー「TSMC」の熊本進出では経済効果の波及に伴い、人材不足や土
地・物価の高騰などの課題も見えてきており、最低賃金のアップなど歯科業界への影響も少なか
らずあると考えています。半導体への興味の割合が中高生において上昇しているニュースが多く
取り上げられています。このことは歯科衛生士専門学院の受験生数にも影響し、歯科業界での人
材不足は地域包括ケア充実が達成できないといった医療崩壊に今後つながる可能性もあると危惧
しています。歯科衛生士を目指す学生への支援制度・国に対する未就業歯科衛生士の把握・就業
促進に対する制度要望を、さらに行って参ります。
　さて2024年は辰年です。『漢書 律暦志』では、辰は「ふるう/ととのう」を意味する「振」で、
陽気が動き万物が振動し、草木もよく成長し形がととのった状態を表すと解釈されているそうで
す。先述した予測されうる様々な“変化”に、迅速な対応力で邁進して参ります。最後になりま
すが、今年一年が皆様にとりまして、幸多きものになりますようお祈り申し上げまして、新年の
ご挨拶とさせていただきます。
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公益社団法人日本歯科医師会　会長　　高　橋　英　登

　謹んで新春のご挨拶を申し上げます。皆様におかれましては、健やかに新年をお迎えになられ
たこととお慶び申し上げます。
　昨年６月に新執行部が発足して、早半年が過ぎました。「骨太の方針2023」に「生涯を通じた
歯科健診（いわゆる国民皆歯科健診）に向けた取組の推進」が示され、会務を運営する中で、そ
の実現への期待が各方面から寄せられていることを実感しています。日本歯科医師会ではタスク
チームを設置し、より普及しやすい方法の検討を進めています。
　日本歯科医師会の活動目的は、国民の健康増進であり、それにより国民を幸せにすることだと
考えます。人生の最期の日まで「自分の口でおいしく食べることができるようにすること」に取
り組み、健康な高齢者が増えれば「健康長寿社会の実現」に貢献できるだけでなく、医療費適正
化にもつながります。これに欠かすことのできない我が国の国民皆保険制度を維持、また持続可
能なものとすべく、より一層、国や医療関係団体等との協力関係を深化させます。地域包括ケア
システム構築の観点からも、多職種との緊密な連携は重要です。
　近年、定員割れする私立の歯科大学・大学歯学部の増加、また後継者問題等で歯科医療機関が
減少しており、特にその傾向は地方で顕著です。喫緊の課題として大変危惧していますが、問題
解決には「歯科界全体をいかに豊かにするか」を考える必要があります。経済的な「豊か」はも
ちろん、いわゆるマインドや社会的な評価も含めて向上させるためにも、歯科がいかに国民の生
活に資する仕事であるということをこれまで以上にPRしていきます。
　歯科医師法の第１条には「歯科医師は歯科医療及び保健指導を掌ることによって公衆衛生の向
上及び増進に寄与し、もって国民の健康な生活を確保するものとする」と明記されています。歯
科医師は日々の歯科診療だけでなく、公衆衛生活動に取り組まなければいけませんが、個人で担
うことは至難の業であり、それ故、日本歯科医師会や地域の歯科医師会があるわけです。
　現在の歯科医師国家試験の合格率を考慮すると近い将来、歯科医師が不足するのは明白です。
会員の平均年齢は62歳を超え、歯科医師の働き方も多様化しており、日本歯科医師会もそれに
合わせた組織体制の整備が求められています。組織力が低下すれば診療報酬改定や医療制度改革
に立ち向かっていけません。また、日本歯科医師連盟が中心となって立法府を構成している国会
議員へのロビー活動を行わなければ、歯科医療現場の声を届け適正な評価を得るための環境整備
ができません。新型コロナウイルス感染症感染拡大防止継続支援補助金は成果の一つです。
　会長就任時に申し上げた通り、日本歯科医師連盟での経験を活かして要望等を主張していく「物
言う歯科医師会」、現場の開業医として会員と同じ立場で考える「身近な歯科医師会」であると
いうスタンスを忘れずに、今後も決意を持って前進していく所存です。
　本年の診療報酬・介護報酬・障害福祉サービス等のトリプル改定、急激な物価高騰や人件費の
上昇、さらに国が進める「全国医療情報プラットフォーム」「電子カルテ情報の標準化」「診療報
酬改定DX」の３つの柱によるシステム導入や運用による負担増への支援体制の構築や運用の見
直し等、政府与党や財界と医療関係団体が一丸となって対話を進め、歯科が適正な評価を得られ
るように、そして会員が歯科医療に傾注できる環境を創生すべく全力を尽くします。私に託され
た想いを実現し歯科界の明るい未来を切り拓くため、粉骨砕身の覚悟で大胆な改革に取り組んで
まいります。
　最後に、会員および関係者のご活躍とご健勝を心よりご祈念申し上げますとともに、本年が希
望多き年となるよう、停滞感の打破に向けて全力を尽くすことをお誓い申し上げ、新年のご挨拶
に代えさせていただきます。
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来年に向けて心引き締めて

― 第７回理事会 ―
　11月28日（火）午後６時より県歯会館にお
いて伊藤会長他全役員、増田・水上監事、東
学院長出席のもと開催された。
１　開会：永松副会長
２　挨拶：伊藤会長

　先日の二地区協議会はお世話になりまし
た。各県や来賓の先生方と実りある会議に
なったと思います。本日、蒲島県知事を訪ね
ました。「健康長寿は“歯”から」をスロー
ガンとして会務をしているとお伝えしまし
た。今、熊本は世界から注目され、蒲島知事
も色々な事に挑戦しようとされています。残
りの任期も１年半、我々も事業に対して色々
な挑戦をすることを考えていかなければなり
ません。挑戦をすると失敗することもあるか
もしれませんが失敗することは経験にもなり
ます。失敗が成功の鍵となりますので挑戦す
ることが必要です。挑戦しない後悔は今後
残っていきます。挑戦を失敗した時は私が責
任を取ります。県民のためにやっていけば必
ず挑戦は成功します。来年に向けて心引き締
めてやっていただければと思います。

３　議長選出：伊藤会長
４　議事録署名人：増田・水上監事、
　　　　　　　　　伊藤会長
５　会務報告：

（自：10月20日～至：11月23日）
　本会総務：�第75回九州歯科医学大会、「中

国・四国」「九州」地区役員連
絡協議会、理事会、常務理事会

　社会保険：社会保険委員会（Web）
　地域保健学校歯科：�九州各県地域保健担当

者会、笑顔ヘルＣキャ
ンペーン中央イベント
及び表彰式

　地域包括ケア：�九州各県地域保健担当者
会、介護者歯科実技研修会

　広　　報： 「熊歯会報」10月号・11月号の
　　　　　　�校正、九州各県広報担当者会
　医療対策：�九州各県歯科医療安全対策担当

者会、医療相談・苦情事例報告
　厚生・医療管理：歯科衛生士バンク説明会
　　　　　　� （Web）、歯科衛生士離職防止

講演会（Web）、九州各県医療
管理担当者会、厚生・医療管理
委員会（Web）

　センター：九州各県地域保健担当者会
　学　　院：�戴帽式、体験入学、学院一般・

社会人入学試験、入試委員会
　国保組合：第３回理事会
　以上、各担当役員より報告がなされた。
６　報告事項
　１．退会会員について
　　�故　多田隈 裕会員（終身会員／荒尾市
／閉院）79歳　令和５年11月８日　ご
逝去

　２．事業実施報告書について
　　・歯科衛生士離職防止講演会
　３．10月末会計現況について
７　連絡事項
　１．12月行事予定について
８　承認事項
　１．新入会員の承認について
第３種
氏　　名 医療機関名 住　　　所 出身大学

合
ごうはら

原　　智
さとし 熊本パール総合歯

科・矯正歯科・こ
ども歯科クリニッ
ク　健軍院

熊本市東区健軍３-24-22

九 州 歯 科
大 学

石
いしかわ

川　あみ
九 州 大 学
歯 学 部
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　�　令和５年度入会状況（11月末）第１種
／ 14名　第２種／２名　第３種／７名

　２．第４種会員代表歯科医変更について
　　� 【承認】熊本パール総合歯科・矯正歯科
クリニックＡＭＵＰＬＡＺＡ熊本院

　３�．関係機関・団体から役員等の推薦依頼
について

　　� 【承認】熊本県健康づくり県民会議幹事
会幹事／熊本県健康づくり県民会議

　　　　　　推薦：牛島　隆　専務理事
　４．講師派遣依頼について
　　①�健康づくりリーダー等研修会／熊本県

老人クラブ連合会
　　②�熊本さわやか大学校大学院／熊本さわ

やか大学校大学院
　　� 【承認】①、②とも地域包括ケア委員会
にて対応する。

９　議題
　１�．関係機関・団体への会費等の納入につ
いて

　　・�令和５年度年会費／全国地域リハビリ
テーション支援事業連絡協議会

　　　 【承認】会費の納入を承認した。
　２�．第38回中規模県歯科医師会連合会出
席者及び協議題について

　　　� 【承認】椿誠副会長、牛島隆専務理事
が出席する。

　３�．第２回九州各県歯科医師会専務理事会
提出協議題について

　　　 【承認】提出議題について承認した。
　４�．令和５年度第２回臨時代議員会手続き
スケジュールについて　

　　　� 【承認】３月23日（土）午後３時30分
から臨時代議員会を開催する。

　５�．ニューレジリエンスフォーラムへの賛
同について

　　　 【承認】標記趣旨へ賛同する。
　６．学会、研修会への役職員参加について
　　　 【承認】内規（案）を承認した。
　７�．令和５年度熊本県補助・委託事業に係
る予算（案）について

　　・歯科衛生士確保対策事業（補助事業）

　　・�医科歯科病診療連携発展事業（がん診
療）（委託事業）

　　� 【承認】２つの事業について予算（案）
を承認した。

　８�．退会会員の会費及び負担金等の未納金
欠損処分の承認を求める件について

　　� 【承認】代議員会へ上程することを承認
した。

　９�．口腔保健センター複合機見積書につい
て

　　� 【承認】レイメイ藤井より複合機をリー
ス購入する。

　10�． 学院Wi-Fiの仕様変更、それに伴う
ルーターの更新について

　　 【承認】株式会社平和通信に委託する。
　11．その他
　　・�事業企画書（GC共催 口腔機能低下症

講習会）について
　　 【承認】12月の定期発送にて周知する。
10　協議事項
　１�．九州地区連合歯科医師会の組織、 事
業、機能等の見直しについてのアンケー
トについて

11　監事講評
　増田監事：「二地区協議会は役職員の皆様
大変お疲れ様でした。協議会では会長が議長
をされ、17県からの参加があり、時間配分
等苦労されたのではないでしょうか。各県の
状況を聞くことができ大変勉強になりまし
た。他県の先生は、熊本は凄いですね、色々
な面で注目されてますと話されてました。ま
た、会長は挑戦して欲しい、責任は取ると言
われておりましたので何事にも挑戦して欲し
いです。」
　水上監事：「今月、日歯広報が２回来た中
に、前年度の医療費と比べて欲しいと以前の
理事会で述べたことが記載してあった。前年
度と比べることが大事。ベストスマイルオブ
ザイヤーでは伊藤会長（日歯常務理事）が「い
い歯は毎日を元気に」と良い表情の写真が掲
載されているので是非見て下さい。」
12　閉会：椿副会長

（広報　神㟢 理子）
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　・�産業歯科医研修会の通年受講に関する要
望（熊本県、大分県）

　・�全国共通がん医科歯科連携講習会につい
て（大分県）

　・�訪問診療におけるオンライン資格確認の
方法について（大分県）

　・�産業歯科医研修会、産業医学講習会のe
ラーニング化の要望（宮崎県）

　・�都道府県歯科医師会地域保健・産業保
健・介護保険担当理事連絡協議会の
Web 開催について（鹿児島県）

　・�周術期口腔機能管理を通じた医科歯科医
療連携推進について（鹿児島県）

　・歯科疾患管理料算定について（鹿児島県）
　・� 「口の健康と食べるを支える会」への
対応について（鹿児島県）

　その中で、産業歯科医研修会（eラーニン
グ）は、概ね産業医学講習会の１か月前まで
の期間である６～８月に実施している。これ
は、法律や制度等の変更に鑑み、資料の準備
期間として５月までを要すること、産業医学
講習会を例年、９月下旬～末に開催している
ためである。産業医学講習会については、修
了することで国家資格である労働衛生コンサ
ルタントの一次試験（筆記試験）が免除され
るが、基本的にその年の産業歯科医研修会を
修了した者が受講している。とは言え、産業

　10月28日（土）に大分県歯科医師会館にて
標記会議が開催された。
　全体会では、荒金大分県歯常務理事が開会
の宣言を行い、その後、脇田大分県歯会長と
山本日歯常務理事の挨拶に続き、出席者の紹
介が行われ、座長に久恒大分県歯常務理事、
副座長に次年度開催の林宮崎県歯理事が選出
された。
　次に、山本日歯常務理事から１～ 13の項
目について日歯報告が行われた。
１�．“生涯を通じた歯科健診実現タスクチーム”
設置

２�．歯科口腔健康スクリーニング用アプリ“健
口チェック”

３．歯周疾患検診表の見直し
４�．国民の健康の増進の総合的な推進を図る
ための基本的な方針の全部改正

５．歯科口腔保健の推進に関する基本的項目
６．健やかな子育て支援のチェックリスト
７．産業歯科保健関係
８．口腔健康管理・オーラルフレイル関係
９．介護報酬改定
10．災害歯科保健医療関係
11．全国歯科保健大会
12．地域保健委員会における協議事項
13．歯科保健関係予算令和６年度概算請求
　その中で、歯周疾患検査表の見直しは、質
問項目や口腔内診査項目の標準化を行い、歯
科健診データを用いた地域分析、地域間比較
等を可能にするためである。
　第45回全国歯科保健大会は令和６年11月
２日（土）熊本県熊本城ホールで開催予定で
ある。

協議題として
１�．日本歯科医師会への質問・要望
　・特殊歯科健診の健診票について（佐賀県）

各県より活発な意見交換が行われた

熊歯会報 Ｈ.29.５

12

大分県で多岐にわたり協議

― 令和5年度九州各県地域保健担当者会 ―

域地 保健 校学 歯科 地 ・  ・域包 ケ括 ア センター
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保健に係る人材育成、裾野の拡大を図る観点
から学びの場の提供拡大も求められるので、
今後は６～翌年３月まで等に拡大して開催す
ることを検討したいとし、産業医学講習会の
修了者は、国家資格である労働衛生コンサル
タントの一次試験が免除となる講習会なの
で、eラーニング化は現状では難しいと回答
を頂いた。
２．各県提出議題については、佐賀県から物
価高騰による健診料の改定について、宮崎県
からは日本糖尿病協会「登録歯科医」登録者
について、各県の登録者数の推移や加入の促
進についてと県民向けイベントでの啓発につ
いて、鹿児島県からは「歯周病簡易キット」
情報の取扱いについてと大規模災害時の歯科
保健活動について、沖縄県からは生活歯援プ
ログラムの活用状況について提案された。そ
れぞれに対して活発な議論が行われた。
　その中で、大規模災害時の歯科保健医療活
動は、日本災害歯科保健医療連絡協議会にお
いて令和４年３月、JDAT：日本災害歯科支
援チームを設置して各県でのチーム編成を促
している。日歯は平成30年度より厚生労働
省「災害歯科保健医療チーム養成支援事業」
として災害歯科保健医療体制研修会を開催し
ており、令和２年度からは災害歯科保健医療
アドバンス研修会を開催している。体制研修
会は令和６年度から日歯での開催に加えて地
域での開催を行うこととしており体制整備に
努めて欲しいと回答があった。
　最後に久恒大分県歯常務理事による閉会の
挨拶が行われた。
　分科会Ⅰ（地域保健・産業保健）では、久
恒大分県歯常務理事の開会の挨拶の後、座長
に伊東大分県歯理事、副座長に野間宮崎県歯
理事が選出された。
　報告として、各県事業計画及び予算につい
ては各県提出資料を確認した。
　各県提出議題について以下の事について話
し合いがもたれた。
１．妊産婦、乳幼児関連
２．フッ化物洗口関連
３．児童虐待関連
４．産業歯科関連
５．国民皆歯科健診関連

　その中で、フッ化物洗口に関して、コロナ
禍で洗口を中止し５類に移行して再開をした
学校で、期限が切れた製剤を使っていたとい
う事例の報告があった。
　また、都道府県等口腔保健推進事業が一部
拡充されており、例えば、フッ化物洗口用顆
粒や洗口液だけでなく、紙コップ・ティッシュ
ペーパーの費用、マンパワー不足解消のため
のスクールヘルパーの費用にも使えるので、
学校でのフッ化物洗口の手間を軽くするため
に、もっと利用してほしいとの事であった。 
　他、同じような悩みを各県抱えており各協
議題において、活発に意見交換が行われた。
　最後に久恒大分県歯常務理事による閉会の
挨拶が行われた。
　分科会Ⅱ（要介護老人・障がい者）では、
荒金大分県歯常務理事の開会の挨拶の後、座
長に三宮大分県歯理事、副座長に林宮崎県歯
理事が選出された。
　報告として、各県事業計画及び予算につい
ては各県提出資料を確認した。
　各県提出議題について以下の事について話
し合いがもたれた。
１．介護施設における口腔衛生管理関連
２．在宅歯科診療関連
３．後期高齢者医療広域連合歯科健診関連
４．口腔保健普及啓発関連
５．オーラルフレイル関連
６．行政関連
７．有病者歯科関連
８．障がい者歯科関連
　その中で、介護施設での口腔機能管理に関
しては、令和６年４月から介護保険の施設系
サービスにおける口腔衛生管理が基本サービ
スに含まれることになり、歯科医師、歯科衛
生士がどのように関わっていくか、契約料発
生の有無、歯科医師会への問い合わせなどが
今後増えると考えられる。長崎県では食支援
マニュアルの方向性として参考資料があり、
来年に向けて体制を整えていく必要がある。
　障がい者歯科医療に関しては、①障がい
児・者が受診できる施設が少ない、②障害者
歯科治療の１次医療、２次医療、３次医療の
体制が整備されておらず、十分に機能してい
ない、③地域格差が大きい、④障害者歯科セ
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ンターの待機患者が多いなどが挙げられた。
障害者歯科に関わる歯科医師、歯科衛生士の
不足、設備の不十分なことから、障がい児・
者に対する摂食嚥下障害に対応する人材育
成、障がい児・者歯科治療協力医育成、医療
的ケア児支援センターとの関わりなど、各県
共に障がい児・者歯科医療についての課題は
多くあり、活発な意見交換が行われた。
　最後に荒金大分県歯常務理事による閉会の

挨拶が行われた。
　その後、懇親会会場に移動し各県担当者と
親密な交流を重ねた。二次会では、大分県の
先生方のおもてなしに感謝し若い先生方が歯
科医療について熱く語る姿に触れ元気を頂い
た担当者会であった。

（我那覇 生純、髙水間 奨）

令和５年度第２回臨時代議員会 開催のお知らせ

　下記の通り令和５年度第２回臨時代議員会を開催しますのでお知らせいたし
ます。

記
　　　　　　　日時：令和６年３月23日（土）午後３時30分～
　　　　　　　会場：熊本県歯科医師会館４階ホール

 ［議　事］
第１号議案　�令和５年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書（案）の承認を

求める件
第２号議案　令和６年度熊本県歯科医師会事業計画（案）の承認を求める件
第３号議案　�令和６年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額、賦課率並

びにその徴収方法（案）の承認を求める件
第４号議案　�令和６年度熊本県歯科医師会会計収支予算書（案）の承認を求め

る件
第５号議案　退会会員の会費及び負担金等の未納金欠損処分の承認を求める件

 ［協　議］
１　時局対策について
２　その他

※�代議員会は公開となっています。傍聴を希望される場合は、事務局に必ずご
連絡のうえ、ご来場下さい。
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　・�広報におけるAI生成アプリの活用用途
について（鹿児島県）

⑶　日歯への要望及び質問について
　質問：�日歯のホームページにある「全国の

歯医者さん検索」では更新後実際ど
れくらいの会員が掲載されているの
か、数など分かれば教えて頂きたい。

　回答：�詳細な数は把握していないが、始まっ
たばかりでまだまだ登録医院数が少
ないので、各都道府県の先生方にお
願いして登録して頂けるよう日歯と
してこれから働きかけていこうとい
う方向で話をしている。日歯のホー
ムページは他の医院検索サイトより
も強いドメインを持っているので、
それを利用しながら、今後の国民皆
歯科健診に向けての準備として、検
索ヒット数が増えるよう登録医院数
をどんどん増やし、会員が優先的に
選ばれるようなシステム作りをして
いきたいと考えている。

　協議終了後、次期開催県である本県の神㟢
理事が挨拶を行い、前田鹿児島県歯常務理事
の閉会の辞で会議は終了した。

（月精 秀和）

熊歯会報 Ｈ.29.５

12

４年ぶりの現地開催

― 令和５年度九州各県広報担当者会 ―

　11月11日（土）午後２時より、鹿児島県歯
会館４Ｆホールにて標記会議が開催された。
今年度は４年ぶりの現地開催となった。本県
からは神㟢理事と月精委員長の２人が出席し
た。今会議では予てより協議題に挙がってい
たペーパーレス会議にしたいとの鹿児島県歯
会の要望により、事前に配布されたデータを
各自ノートＰＣやタブレットで閲覧しながら
の会議となった。
　栄鹿児島県歯専務理事の開会の辞に始ま
り、伊地知鹿児島県歯会長と坂田日歯理事よ
り挨拶があった後、座長に要鹿児島県歯理
事、副座長に神㟢熊本県歯理事が選出された。
　坂田日歯理事より日歯報告があった後、協
議に入った。協議内容は以下の通り。
⑴�　令和５年度各県広報関係事業計画及び予
算について

⑵　各県提出協議事項について
　・�会員に自由題で広報誌に投稿を依頼する
場合、依頼の願いが叶う秘策等があれば
ご教示ください（宮崎県）

　・SNSの更新について（熊本県）
　・�会員発送時の同封広告などへの対応につ
いて（長崎県）

　・�年末年始やゴールデンウィーク時の救急
診療について歯科医師会のホームページ
で患者さんへの案内をどう行っています
か（沖縄県）

　・�ホームページの会誌掲載について（沖縄
県）

　・ホームページの刷新について（沖縄県）
　・�九州各県広報担当者会のオンライン開催
について（大分県）

　・会報誌のデジタル化と郵送物について
　　 （佐賀県）
　・�ペーパーレスに向けた対策について（鹿
児島県）

初のペーパーレス会議となった

広報
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に対してエムドゲインを使用し、再生療法を
行った症例を提示された。
　それぞれ35分ほどの会員発表後、座長の学術
担当片山委員の進行のもと質疑応答後、東先
生から各々の発表者への丁寧な解説、コメン
ト等があり、午前の部を延長して終了した。
　午後の部は「45年に及ぶ歯周病治療の臨床
から考える歯を残すことの意義について」と
題し、東克章先生よりご講演があった。
　正常な歯周組織の構造の解説から入り、歯
周炎のメカニズム・歯肉炎と歯周炎の違いに
ついて説明された。
　その後長期症例を提示されながら自己管理
（ブラッシング）の大切さ難しさを説明さ
れ、歯を喪失することによる顎骨の破壊・吸
収については、経年的変化にともない義歯作
製の困難化、咀嚼困難、発音・嚥下の苦労、
顔貌の変化が起こることから、歯牙を残す大
切さをあらゆる面から説明された。
　歯周病を罹患しても、できるだけ保存し咬
合に参加させることにより神経筋機構をうま
く活用し、美味しく食事ができることを目標
に治療に臨まれているとのことだった。
　最後に馬場常務理事より謝辞と閉会の挨拶
があり講演会は終了となった。

（内野 玲）

熊歯会報 Ｈ.29.５

12

歯を残すことの意義について

― 令和５年度歯周病対策プロジェクト　会員発表・講演会 ―

　11月26日（日）10：00より歯科医師会館
４階ホールにて東克章先生を講師に迎え、
KDM所属小堀聖子会員・FCDC所属田中雄
大会員・熊本SJCD所属関喜英会員の発表・
講演会が、Web併用したハイブリッド形式
にて開催された。（会場35人　Web37人合計
72人）
　伊藤会長が挨拶をされ、学術担当南川委員
の司会のもと進行された。
　午前の部は会員発表よりスタートした。
１：小堀会員発表
　 「歯周外科を伴った中等度歯周炎治療から
学んだこと」と題し、口臭を主訴に来院され
た広汎型慢性歯周炎の患者さんに対し外科的
アプローチを含めた治療をDR, DH, Ptの３
者で共通認識のもとに治療を進めることので
きた症例を提示された。

２：田中会員発表
　 「当院における歯周病患者への対応～診
査・診断の重要性～」と題し、スタディーグ
ループのコンセプトの説明から始まり、診
査・診断の手順を症例を通して説明された。

３：関会員発表
　 「広汎型重度侵襲性歯周炎患者に対し、歯
周組織再生療法を行い良好に経過している症
例」と題し、全顎的に重度歯周炎の患者さん

東先生と会員一同で

学術

午後より東先生の講演が行われた
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　11月５日（日）午前10時より標記セミナーが県歯会館で行われた。開会後、椿副会⾧、口腔保
健センター⾧より挨拶をいただいた。
　今回は「地域で診る障がい児（者）の歯科治療」の演題で沖縄県歯会立沖縄県口腔保健医療セ
ンター診療部⾧の平塚正雄先生にご講演いただいた。本講演は、障がい児（者）の歯科治療は敬
遠されやすく、その理由として①治療に協力が得られない②コミュニケーションが難しい③運動
障害により適切な姿勢が取れない④全身管理が難しいなどが挙げられている。しかし、地域の歯
科診療所は「障害者歯科」の専門医療機関ではないため「障害者歯科」の全てが完結できる訳で
はなく、そのための後方支援として当センターや病院歯科が存在している。地域の障がい児（者）
はその地域の歯科診療所で受け入れ、治療が困難な診療は当センターで行うといった地域の歯科
医院との連携体制構築の必要性を話された。障害福祉サービスや対応に必要なこと（視覚支援、
脱感作、脳性麻痺患者の体勢作り）や有病者の摂食嚥下など、平塚先生のこれまでの臨床経験を
踏まえながら講演され障害者歯科への熱意を感じた。
　また、本講演は当センター登録歯科医制度（パイロット事業）への登録研修で会場30人
Web59人の参加があり、参加者の障害者歯科への関心の大きさと熱心さがうかがえた。２時間
という短い講演であったが大変有意義な時間であった。
　最後に、牛島専務理事、口腔保健センター常任理事より謝辞が述べられ閉会した。
　平塚先生がご紹介された「天国の特別な子供」の YouTubeのリンクを掲載いたします。

（口腔保健センター診療部⾧　三笘 貴司）

令和５年度熊本県障がい児（者）口腔ケア事業

令和 5 年度熊本県障がい児（者）口腔ケア事業 

11 月 5 日（日）午前 10 時より標記セミナーが県歯会館で行われた。開会後、椿誠県歯副
会⾧、口腔保健センター⾧より挨拶をいただいた。 

今回は「地域で診る障がい児（者）の歯科治療」の演題で沖縄県歯科医師会立沖縄県口腔
保健医療センター診療部⾧の平塚正雄先生にご講演いただいた。本講演は、障がい児（者）
の歯科治療は敬遠されやすく、その理由として①治療に協力が得られない②コミュニケー
ションが難しい③運動障害により適切な姿勢が取れない④全身管理が難しいと挙げられて
いる。しかし、地域の歯科診療所は「障害者歯科」の専門医療機関ではないため「障害者歯
科」の全てが完結できる訳ではなく、そのための後方支援として当センターや病院歯科が存
在している。地域の障がい児（者）はその地域の歯科診療所で受け入れ、治療が困難な診療
は当センターで行うといった地域の歯科医院との連携体制構築の必要性を話された。障害
福祉サービスや対応に必要なこと （視覚支援、脱感作、脳性麻痺患者の体勢作り）や有病者
の摂食嚥下など、平塚先生のこれまでの臨床経験を踏まえながらご講演され障害者歯科への
熱意を感じた。 

また、本講演は当センター登録歯科医制度（パイロット事業）への登録研修で会場３０名
Web５９名の参加があり、参加者の障害者歯科への関心の大きさと熱心さがうかがえた。２
時間という短い講演であったが大変有意義な時間を過ごせた。 

最後に、牛島隆県歯専務理事、口腔保健センター常任理事より謝辞が述べられ閉会した。 
平塚先生がご紹介された「天国の特別な子供」の YouTube になります。 

 
口腔保健センター診療部⾧ 三笘 貴司 
 
 

沖縄より来熊された平塚先生 会場、Web合わせて89人の参加があった
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阿蘇郡市歯科医師会

演題「口腔外科で行う様々な小手術について」

― 講師　熊本大学病院歯科口腔外科教授　中山秀樹先生 ―
　10月28日（土）午後４時より阿蘇郡市医師会
館にて標記講演会が開催された。佐藤会長の挨
拶により開会し、熊本大学病院歯科口腔外科出
身の片山建一先生の進行により講演会がスター
トした。
①エプーリスについて②切開排膿術③唾液腺疾
患④口腔粘膜びらん⑤上顎洞への穿孔及び上顎
洞口腔瘻への対応⑥超高齢社会と薬剤⑦抜歯後
出血⑧気腫⑨下歯槽神経損傷の原因と回避法⑩
骨吸収抑制薬関連顎骨壊死、の順番で講演は行
われた。
①では様々なエプーリスの切除について詳しく
解説してもらい、癌やカルシウム拮抗薬による
歯肉の腫脹など類似の症例との鑑別など注意点
の説明があった。
②では骨膜下まで剥離してドレーンを入れる手
技などについて解説があった。昔は智歯周囲炎
での依頼が多かったが現在は薬物関連顎骨壊死
によるものが多いとのことであった。
③では粘液嚢胞に対して微小開窓術について詳
しい術式の説明があった。無麻酔下で行え７割
程度の症例が良好に経過するとのことであった。
④ではBP製剤の口腔粘膜への残留や、関節リ
ウマチに用いられるメトトレキサートによって
も口腔粘膜潰瘍が引き起こされることがあるこ
とを問題形式で解説された。
⑤では上顎洞への穿孔や上顎洞口腔瘻、鼻口腔
瘻孔に対する様々な外科的な閉鎖術について説
明があった。また上顎洞内へ歯根が迷入した場
合、位置を確認しいかに早く摘出すべきかにつ
いても解説された。
⑥では超高齢社会における高齢者とその使用薬
剤についての注意点について説明された。抗血
栓薬の注意点、特にワーファリンとカンジダ症
治療に用いる抗真菌薬との併用の危険性につい
ても詳しく説明があった。その中でもファンギ
ゾンシロップは併用禁忌が少なく安全に用いる
ことができるとの事であった。また新しい経口
抗凝固薬（DOAC）に対する注意点や、抗血小

視覚に訴えかける中山教授の講演

板薬服用中の場合、鎮痛薬はアセトアミノフェ
ンが良い事も説明された。
⑦では、焦らずにまず出血点を探すことの重要
性、場合によっては血液検査も必要となること
が説明された。
⑧では下顎水平埋伏智歯抜歯の手技、またその
際に起こる気腫の危険性について説明があり、
十分な視野が確保できるようにフラップを大き
く開けることで気腫発生のリスクを減らすこと
ができるとのことであった。
⑨では、下顎水平埋伏智歯抜歯の歯根分割や脱
臼のポイントについての説明、また下顎管に近
接した嚢胞性病変に対する２回法抜歯や開窓療
法についても詳しく説明された。
⑩最後は骨吸収抑制薬関連顎骨壊死について、
感染した腐骨は切除しないと治癒せず実際の切
除の術式を動画付きで解説された。高齢者で苦
痛や疼痛が続くことが予想される場合は患者の
QOLを考え下歯槽神経を焼却することもある
とのことであった。
 中山教授は当日ギリギリまでセミナー用のス
ライドを整理して下さっていたようで、動画や
写真も多くとても分かりやすい内容であり、
ユーモアを交えながらの約２時間の講演はあっ
という間に盛況の中終了した。日常で口腔外科
にあまり携わらない歯科医師にとっても大変有
意義な内容で、聴講者皆にとって今後の臨床に
活かしていける講演会となった。

（多田 真一郎）
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天草郡市歯科医師会

歯に感謝して

― 第65回歯牙供養祭 ―
　10月28日（土）に天草市南公園において毎年
恒例の標記祭が執り行われた。昨年11月に天
草郡市歯会も節目として創立90周年記念式典
が無事執り行われたこともあり今回は供養祭の
歴史と共に、報告したい。
　昭和33年に会員の診療所において抜去され
た歯牙を持ち寄り、歯に対する感謝、敬愛、懺
悔を込めてむし歯供養祭を行ったのが成り立
ちでその後、昭和44年に当時の県歯会長の松
田正忠先生、郡市会長の横山国輝先生の発案
により、熊本県内会員から寄せられた抜去歯
牙1000本を天草市南公園に碑を建てそこに奉
り、何年も咀嚼、発語に貢献してきた歯牙に感
謝し供養を行ったのが「歯牙供養祭」の始まり
である。その碑を「歯恩の碑」と名付け、毎年
会員で碑の前でお参りをしている。今回は後に
行われる天草歯科学会の中川種昭先生も御参加
頂いた。本妙寺のご住職のお経、説法の後、中

本妙寺のご住職の読経と説法が行われた

嶋会長が祭文を語られ終了となった。この行事
は全国でも大変特色があるもので、我々歯科医
師が歯牙の大切さを改めて認識する大変意義深
いものとなっており、後世までずっと続けてい
くべき行事である。

（松原 崇士）

学問の秋

― 第59回天草歯科学会 ―
　10月28日（土）午後３時より、上記の歯牙供
養祭の後に、場所をサンタカミングホテルの大
ホールに移し、第59回天草歯科医学大会（通称：
天草歯科学会）が執り行われた。記録では昭和
37年に第１回天草歯科学会が始まり、毎年多
様な外部講師をお招きし、歯科医師のみならず
スタッフも沢山参加し、毎年勉強になっている。
　今回は慶應義塾大学医学部歯科・口腔外科教
室の中川種昭教授をお招きし、「歯周病の概念
と治療」～全身疾患との関連をふまえた35年
の変化～という演題でご講演頂いた。中川先生
は2001年に東京歯科大学の歯周病学講座の教
授を経て翌02年から現職を務めておられ、他
科での糖尿病患者や大きな手術、がん化学療法
を実施された患者の治療後のQOLの維持の為
に歯周病治療、口腔機能ケアを積極的に行われ
ている。今回の演題にあるように歯周病は局所

の感染だけで成立するわけでは無く、全身疾患
である免疫応答、高血圧、関節リウマチ、骨粗
鬆症、アルツハイマー病等、特に糖尿病の関連
性は高く、歯周病は第６の合併症と言われる程
であり、HbA1cを７％未満、空腹時血糖値130
㎎ /dl未満を合併症予防の観点から目標値とす
る事を強調された。提示された症例ケースでは
39歳の男性、主訴はブラッシング時の出血、

中川教授と参加者一同で
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初診時HbA1c11.8％、インスリン投与のⅠ型糖
尿病の患者、高血糖で緊急入院された方で、平
均ポケットは5.3㎜、BOP70％であったのを、
徹底したブラッシング指導、歯肉縁上のスケー
リング後、HbA1cが７％を下回った時点での
SRP開始、後６％に改善し、EMDによる歯周組
織再生療法でSPT時の平均ポケットは2.6㎜、
BOPは４％まで劇的に改善され、この患者の
QOLは著しく改善された。聴講した我々GPが
糖尿病で通院先の医院と連携をしっかり取り、
血糖コントロールを常時確認しながら、歯周病
治療を行うことがとても重要であると改めて感
じた。また最近のトレンドである、より低侵襲

な歯周外科、歯間乳頭を温存したMISTを解り
やすく説明され、リグロス填入のポイントも非
常に勉強になった。濃密な約２時間の講義の
後、質疑応答となったが次々に多様な質問が
出され、それに対する中川先生の明快な回答
で30分間の時間もあっという間に過ぎた。今
回歯科医師30人、薬剤師17人、スタッフも30
人程の参加があり、大盛況の学会となった。会
場を隣のホールに移し懇親会となり、中川先生
も天草の海の幸に舌鼓を打たれ、お酒も美味し
く、話も尽きない有意義な夜となった。

（松原 崇士）

「歯の大切さを知っていただくために」

― 歯と口の健康のつどい ―
　11月11日（土）13時より「歯と口の健康のつ
どい」に参加した。11月８日は「いい歯の日」。
より多くの方に歯の大切さを知っていただくた
め開催された。
　当日は、「歯と口の健康週間8020コンクー
ル」と「歯と口の健康に関する図画・ポスター
コンクール」の表彰式が行われ、80歳で20歯
以上残っている方と作品入賞者にはそれぞれ表
彰状が授与された。
　また、歯科検診・ブラッシング指導・唾液検
査によるリスク検査・フッ化物塗布なども実施
された。今年は、石こう模型の色付け体験や歯
とお口に関する絵本の読み聞かせなども行われ
たこともあり、小さいお子さんが多く来場され

当日は多くの子連れの参加があった

た印象だった。お子さんが小さいうちから歯や
口に関心をもってもらうことは素晴らしいこ
と。とても有意義なイベントとなった。

（神 浩介）



熊歯会報 Ｒ．６．１

― 16 ―

４校

郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

菊池郡市歯科医師会

陶山新吾先生ご講演
― 学術講演会 ―

　11月４日（土）、菊池郡市歯会館にて学術講
演会が執り行われ、福岡県久留米市で開業され
ている陶山新吾先生を講師としてお迎えし、
「今求められるMIの概念に基づいた歯冠修復
治療」について、講演いただいた。
　連休の中日にもかかわらず、菊池郡市歯会員
だけでなく他郡市会員にも参加していただき、
合計33人で開催することができた。
　講演では、リピーテッドレストレーションサ
イクルを食い止めるためにMIの重要性からお
話がはじまり、陶山先生が日頃行われている
CR修復を細かい手技までお話ししていただい
た。また、CR修復を行った長期経過症例、オー
バーレイレストレーションやラミネートベニア
などのプレパレーションまで、幅広く講演いた
だいた。講演後は聴講されていた先生方から多
く質問が飛び交い、講演、質疑応答ともに盛り
上がった２時間半だった。
　講演後、千の月で懇親会が行われた。 陶山
先生は熊本マリスト学園高等学校の卒業生で、

連休中日にもかかわらず多数の参加があった

大学卒業後は熊本市の川﨑歯科医院に勤務され
ていたり、熊本に大変ゆかりがあり、現在でも
プライベートで来熊されるとのことで、参加者
一同懇親を深めることができた。
　無事に今回の学術講演会が終わったが、運営
で行き届かない点などもあり、学術委員一同で
反省点などをまとめ、来年度の講演会へつなげ
ていく所存である。
� （林 英佑）

合志市とタイアップ

― 第35回歯とお口の健康展 ―
　10月29日（日）に標記健康展を開催した。令
和２年、３年は新型コロナ感染症のため中止と
なり、令和４年は歯科医師会単独での縮小開催
だった。今年は通常開催かつ、会館を出て合
志市タイアップでのチャレンジ開催で、合志
市文化祭との同時開催を合志市総合センター
「ヴィーブル」で初めて行った。
　出展内容としては、例年の無料歯科健診、口
腔衛生相談をはじめ、歯科保険収載の各種口腔
機能検査（口唇圧測定、舌圧測定、咀嚼効率測
定、口腔乾燥測定）を行い、大変好評だった。
参加会員の先生にも未体験の検査があり、今後
の診療の幅を広げていただけることと思う。ま
た、中島学園は例年の歯科衛生士科だけでな
く、初めて歯科技工士科の教員も参加された。
学生増のために学校案内もできないかと事前相
談し、快く行っていただけた。昨今の歯科衛生
士不足、歯科技工士不足への支援として、今後
も継続していければと思う。中島学園より10

人の学生が参加し、口腔衛生の啓蒙劇発表、健
診と検査ブースのアシスタントとして活動し
た。
　今年から菊池郡市管内（菊池市、菊陽町、合
志市、大津町）で持ち回り開催を予定している。
来年は菊陽町とタイアップしての開催を計画し
ている。

（丸田 忠勝）

ヴイーブルにて合志市文化祭と同時開催となった
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宇土郡市歯科医師会

保険点数の適切な算定について

― 宇城三郡市合同学術講演会 ―
　11月11日（土）午後３時30分より県歯会館
３階研修室において、標記講演会が開催され
た。ここ数年コロナ禍により延期されてきた
が、この度講師に県歯の舩津理事をお迎えして
４年ぶりの開催となった。本年度は、宇土郡市
の担当となっており、宇土郡市歯会の八木会長
より開会の挨拶があった。講演会は、土曜日の
午後にもかかわらず、宇城三郡市の多数の会員
参加があり、演題への関心の高さがうかがえ
た。口腔機能低下症についても話があり、舩津
先生より自院の検査のやり方や算定方法につい
ても詳しく説明があった。場を変えて懇親会も
４年ぶりに行われ、日々の日常を取り戻し楽し

舩津理事より詳しい算定の解説が行われた

い和やかな宴会となった。
（村田 和子）
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伊藤会長の挨拶

　11月12日（日）午前11時より熊本市の上通びぷれす広場におい
て標記イベントが、本会と熊本日日新聞社の主催、県歯科衛生士
会の共催、熊本県の後援、㈱花王の協力の下開催された。笑顔ヘ
ルＣキャンペーンは、いい歯の日にちなんで「熊本県民お口の健康
運動」として歯の健康の重要性に関する意識の高揚と健康維持に
必要な正しい知識の普及を図ることを目的としたイベントである。
　伊藤会長の開会の挨拶でイベントがはじまり、各コーナーでは
地域保健学校歯科委員会によるお口のなんでも相談、県歯科衛生
士会による歯みがき指導、歯科衛生士お仕事体験、笑顔ヘルC写
真コンクールの作品展示、歯・口の健康に関する図画・ポスター、
習字コンクールならびに歯・口の健康啓発標語コンクールの作品
展示（びぷれすPlat）、歯科に関するアンケートを行った。
　お口のなんでも相談では、治療に関することやお子さんの歯並
びのこと等の質問があり、参加した方は熱心に話を聞かれていた。
　ステージイベントとして、各コンクールの表彰式、「ぺぺぺぺら
ん」さんによる手遊びや朗読、むし歯予防の紙芝居、○×クイズ、
「くまモン」のショーがあり、「くまモン」のショーでは、くまモ
ンが振り付けした「笑顔ヘルC」のポーズをくまモンと来場者全員
でポーズし、会場は大盛り上がりであった。
　来年もイベントを大いに盛り上げ、県民の口腔内の健康に対す
る意識を少しでも高めていきたいと思う。
� （髙水間 奨）

― 中央イベント ―

歯科衛生士による歯磨き指導コーナー

写真コンクールの作品展示

お口のなんでも相談コーナーも盛況

笑顔ヘルＣキャンペーン

髙水間理事から受賞者発表

各表彰を待つ子供たち
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習字コンクール作品

図画・ポスター展示

歯の汚れをきれいにしたよ！

受賞した子供たち①

受賞した子供たち②

受賞した子供たち③

くまモンも相談に!?

虫歯予防の紙芝居

く
ま
モ
ン
も
登
場
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　球磨郡の向江会員からリレーを託された
阿蘇市開業の佐藤俊一郎です。趣味もなく、
何の面白みもない私に投稿を依頼するとは
向江先生も意地悪な限りです。
　今回は私がお世話になった一人の先生に
ついてお話しさせていただきます。私は長崎
大学歯学部の４期生で、卒後大学に残る予定
が６年生の夏に父を癌で亡くしたこともあ
り、地元であり母の住む熊本に帰ってきて勤
務医となりました。そんな中、誰も歯科関係
に知り合いもおらず孤立しかけていた自分
に目をかけてくれた一人の先輩がいました。
　皆さん、熊本市月出に開業されていた坂
口貴章先生を覚えていらっしゃるでしょう
か？若い先生はご存じないでしょうが、長崎
大学の２期生で、テニスが上手で、歯科臨床
に熱い、真っすぐな性格の先生でした。長崎
大学はまだ歴史がなく、私が熊本に帰って
きた時には同窓生が４人しかおらず、これか
ら増えてくる後輩のために何とか同窓会を
大きくしようと居酒屋で語り合ったもので
す。それだけでなく、新樹会、四季の会、熊
本SJCDなどのスタディーグループにも誘っ
ていただき、自分の交友関係も広がっていき
ました。

　これから熊本のあらゆる面で中心となって
活躍されるだろうと思われていた矢先に、脳
の病気で13年前に帰らぬ人となりました。
その後に自分も病気になり、このまま死ぬの
かなと考えた時期もあり、人が生きるという
ことの意味や儚さを考えさせられました。今
でも困ったことや難題が無事に終わった時な
ど墓前に相談や報告に行っています。現在で
は大学の同窓会も大きくなり、貴章先生も喜
んでいることと思います。優しい笑顔が印象
的な貴章先生と少しでも交流のあった先生方
は、これを機会に時々でも思い出していただ
けると幸いです。
　私は今年の７月からは阿蘇郡市歯科医師会
の会長に就任させていただき、迷走？する毎
日です。私も今年で60歳になり、父の亡く
なった57歳をはるかに超えました。私の人
生がどこまで続くか分かりませんが、お世話
になった多くの人に感謝し、歯科医師を目指
す子供たちを見守りながら人生を全うしたい
と思っています。
　次は、車好きな天草の内崎祐一会員にバト
ンタッチします。

熊本SJCD例会にて仲良く並んで

リレー投稿
○85

　　　　生きていることに感謝して

阿蘇郡市　佐藤歯科クリニック　佐藤 俊一郎　

同窓会懇親会にて後輩たちと（私は左奥）



Ｒ．６．１ 熊歯会報

― 20 ― ― 21 ―

４校

初めての海外旅行の思い出

　玉名市　小林 泰子
　こんにちは、玉名市在住の小林と申しま
す。私は玉名市高瀬というところで開業して
いましたが、平成28年に閉院しました。
　初めての海外旅行の思い出話をしたいと思
います。
　私はどちらかといえばこわがりな性格で、
私が乙女だった40年位前、飛行機はこわく
て、決して乗りませんでした。私の仲良しの
友人も同じような性格で、二人して学会など
で関東方面に出かけるときは、常に寝台夜行
列車を利用しました。
　そんな私と友人を留学経験のある知り合い
のご夫妻がアメリカの学会に誘ってくれまし
た。一大決心はいりましたが、私と友人の初
めての海外旅行はいきなりアメリカ東海岸の
ボストンまでと決まりました。
　貴重品はお腹に巻いて出発しました。ワシ
ントンD. C.までのロングフライトです。離
陸の時は目をつぶり、なるべく機内食に集中
し、空の上にいることは考えないようにしま
した。
　17、８時間ぐらいかかったでしょうか、無
事にワシントンD. C.のダレス国際空港に到
着、着いたホテルは小さなホテルで、フロン
トで私たちと夫妻の部屋は、フロアが違うこ
とがわかりました。今考えると恥ずかしい限
りですが、二人だけで部屋に行くことがこわ
くて、夫妻に部屋の前まで送ってくれるよう
頼みました。もうあたりは暗くなっていまし
た。部屋に入ってしばらくすると、電話がな
り、『今外を見たら女の人が一人で歩いてい
るから、このあたりは安全だと思うわよ、食
事に行きましょう』という事でした。それだ
けでこの辺りが安全というエビデンスになる
のかなあと思いましたが、お腹も空いていま

す。ところが二人で部屋を出るのがまたこわ
い、結局夫妻に又々部屋まで迎えに来て頂き
ました。多分相当呆れていたと思います。
　翌日から４人でワシントンの名所を観光す
るうちに、さすがに私達も慣れてきました。
そのうち夫妻は約束があって出かけ、私達だ
けで半日を過ごすこととなりました。私達は
ホテルから歩いていけるスミソニアン博物館
に行くことにしました。前の日にも４人で
行っていたので自信があったからです。歩い
て30分位だったように思います。とても広
いので思ったより時間もかかり、すぐに夕方
が近づいてきました。私達は大胆にもタク
シーに乗って帰ろうかと思いつきました。タ
クシー乗り場でタクシーを待っていると１台
目が来ました。運転手さんのこわそうな顔を
見てなんとなくスルーしました。２台目、ま
たスルー、結局５台くらいスルーした後、タ
クシーに乗るのは無理と判断、歩くことにし
ました。太陽はだいぶ西に傾きかけていて、
無言で歩き始めた私達の足は自然と速くな
り、最後は競歩競技のように小走りで帰りま
した。後では笑い話になりましたがそのとき
は真剣でした。
　ワシントンD. C.からボストンへ小さなプ
ロペラ機で向かう頃には飛行機が全くこわく
なくなり、ボストンでは二人で電車に乗りボ
ストン美術館へも出かけました。夫妻から『成
長したわよねー』と笑われました。
　こうして初めての海外旅行は終わりまし
た。これ以来飛行機はこわくなくなり、海外
へも何回か出かける事が出来ました。　　　
　そして今、もう出かける機会もすっかりな
くなり、また昔の『飛行機こわい』が戻りつ
つあります。今東京に行くとしたら多分新幹
線を利用するかなあと思います。

熊歯乙女の
ひとりごと　

学会にもちゃんと参加しました

35

ホワイトハウスの前で
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人生は楽しい

①出来田 悌吾
②昭和27年６月６日
③健康に仕事をする
④基軸通貨ドルの瓦解のはじま
りと見える事象
⑤金価格の行く末
⑥例のワクチンを全く打たないこと

６回目の辰年を迎えるにあたって！

①丸田　兼堂
②昭和27年７月20日
③６回目の辰年を迎えるにあ
たって感じることは、年を
取るほど時間の経過が速い
こと。
　抱負：�辰のように天に昇れるように健康に

過ごせるように。
④・イスラエル、ウクライナ戦争の行く末
　・地球の温暖化
⑤日本を取り巻く近隣諸国との問題
⑥ストレスを残さないように、好きなことを
する事。

前期高齢者になって

①大久保 和之
②昭和27年９月６日
③何と言っても一日でも長く
健康で診療できる事です。
又、今後の事を考えると今
までを反省して奥さんをもっと大切にしよ
うと思っています。
④今尚世界で続いている戦争
　地球温暖化
⑤大谷翔平と井上尚弥の動向を毎日You 
Tubeで見ています。
⑥毎日のラジオ体操と30分の散歩

流れのままに過ごす

①上田　忠
②昭和15年３月29日
③まだ長男夫婦と診療にたず
さわっています。幸いなこ
とにまだ視力も充分で、頭
もまだ大丈夫なようです。もう少し頑張り
ます。それとゴルフも少し上手になりたい
と思っています。

④１．WBCでの優勝
　２．藤井聡太８冠
　３�．イスラエルとハマスの戦争、イスラエ
ルの首相はハマスを殲

せんめつ

滅すると言ってい
ますが、子供もハマスかな？と思うとな
んとかやめてほしいですね。

⑤コロナ感染症では、日本製ワクチンは間に
合わず外国製でなんとかのりきったと思い
ますが、国は新薬の開発に援助するべきで
ないかと思います。

⑥特別なことは行っていませんが、お酒は多
く飲まず量を控えています。また運動（ゴ
ルフ）をしています。

明日へ繋ぐ

①伊藤　俊一
②昭和15年５月21日
③健康で楽しく過ごすこと
④コロナが終息したこと
⑤孫の成長
⑥正しい食事

年男・年女インタビュー年男・年女インタビュー

①氏名 （敬称略）
②生年月日
③今年の抱負
④昨年のニュース （出来事） の中で、 どん

な事が印象に残りましたか
⑤今、関心があること
⑥健康のために留意していること
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株式投資への挑戦�

①田上　恵
②昭和27年10月29日
③両親から継続した株式投
資� 45年間使用した歯科
用ユニットに代わり新型ユ

　ニットを導入したので株式投資の利益で
90歳まで生涯現役をめざしています。株
価の上昇に期待しています�

④・�TSMCの熊本進出� TSMCの熊本工場
が第七次まで計画されているそうです�
熊本の発展に寄与して欲しいです。

　・�大谷翔平選手の活躍�大リーグアリーグ
二度目の満票MVP�

⑤次世代産業となる半導体産業�自動車及び
スマートフォンにも応用されているので。
私も以前㈱デンソーに勤務していたので更
なる発展を期待しています。QRコードも
デンソーが特許をもっています。

⑥私の弱点は腰痛と血糖値です。私のマイベ
ンツは自転車です。技工所のセミナーで菊
陽（18㎞）まで自転車で１時間で行きます。
立位で診療するので腰痛気味です。改善に
自転車が良いと聞いたので。あとは血糖値
の下降です。

古希から始めた三味線

①古川　猛士
②昭和27年11月９日
③とくにありません
④ロシア・ウクライナ侵攻が
続いてること。イスラエル
のガザ侵攻。

　中国の東シナ海への侵攻と独善的な国家の
理性の崩壊とその後に続くかもしれない世
界大戦の可能性。ひと昔前のSFで読んだ
未来がやってきそう。

⑤マイナ保険証の手づまり感と、社会保険制
度の明るくないだろう未来。

⑥好きなものを腹いっぱい食べる、飲む。明
日のことはくよくよ考えない。

　体重計が自分の基準値をオーバーしたら
ジョギングする。

まさか自分が還暦とは（悲）。

①佐藤 俊一郎
②昭和39年１月23日
③肉体的にも精神的にも健康
でいたい。平穏な１年にな
れば。
④人の上に立つような人間ではない自分が阿
蘇郡市歯会の会長になったこと。
⑤子供３人がどういう歯科医師に育っていく
か。
⑥夜更かししないこと。よく寝ること。２次
会は断ること（笑）。

日々是好日

①吉㟢　久次
②昭和39年４月３日
③県歯野球部に楽しく参加
出来る事！
④世界の紛争地域で家や家
族を失う子供達、また亡くなる子供達
⑤大谷翔平選手の去就
⑥一日楽しく過ごす事と酒を控える

「あっ」という間の60歳

①稲富　裕士
②昭和39年４月13日
③できる事をできるだけ！ス
トレスを減らしつつおだや
かな老後に向けて、生活し
ていきたいと思います。
④WBC
　大谷選手の活躍
⑤断捨離、終活、クリニックの未来
　どなたか継承してもらえないですか？ご紹
介をお願いいたします。
⑥糖尿病、高血圧家系で、遺伝子が発現して
きました。糖質を意識しながら、食べすぎ、
飲みすぎに気をつけております。
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何？もうすぐ還暦だって？

①西村　真悟
②昭和39年10月18日
③笑顔、元気で過ごそう！
④息子の開業（ありあけ歯科
クリニック）です。

⑤趣味のトロンボーンの上達。センチメンタ
ルオーバーユーの演奏ですね。

⑥節酒。22：00就寝、６：00起床です。

なるようにしかならない

①何　陽介
②昭和51年７月５日
③無理せず、無駄なく、そこ
そこに仕事する。休日はな
るだけ歯の事は考えない。

④医療機関のマイナ保険証対応の義務化、現
場の声を無視し強行した事。法治国家とは
思えない。もはや、日本は沈む。

⑤岸田首相の支持率がどこまで下がるか。政
権交代の時期。

⑥深く考えない。くよくよしない。ゆっくり
寝る。

早く借金を返したい…

①田尻　征久
②昭和51年９月17日
③抱負は豊富にあります。
④サザンオールスターズ45
周年
⑤ANAのマイル
⑥大好きなコーラを飲まない。

次のステージへ�
①國㟢　貴裕
②昭和51年10月３日
③自分が主宰しているコース
（DFTC）のことを全国の
若い先生方に知ってもらえ
るように働きかけたい。
④WBCの優勝
⑤進行中のクリニックの増築工事、自宅の新
築工事の進捗状況が気になります。
⑥平日は毎日30分ほど昼寝をします。

役 職 名
　【課長補佐】
勤務年数
　【26年目（今年度で）】

氏　　名
　【宮㟢 真一】
所 属 課
　【地域保健課】

現在の仕事の主な内容
地域保健課総括、地域保健学校歯科委員会（地域保健分野）、広報委員会（対外PR関係）等
自己紹介
　大学を卒業し就職先を探している時に、ハローワークの求人募集を見て本会に入ってから四半世紀
が過ぎました。企画振興課（現在の総務課）を皮切りに、連盟課、国保課、学院課を経て、今年度か
ら新設された地域保健課へ配属と様々な部署・業務を経験させていただきました。それでもまだ経験
していない事も多くあり事務局業務の範囲の広さを痛感します。
　昨年人生の折り返しを迎え、入局して間もない頃に事務局の先輩から誘われて始めたバドミントン
やテニスを４年ほど前から休止した影響と食べる事・飲む事も好きなので、しっかりとメタボ判定に
なり特定保健指導を受けました。子どもが成人するまであと数年ありますので気を付けなければと思
いながらも、日々の生活に追われそのままです。
　今後も私に関わってくださる周りの方々に感謝しながら、新しい事を含めた様々な業務に対応して
いきたいと思います。皆様のご指導・ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

県歯職員の
オンタイム♡オフタイム

　熊歯会報に職員紹介コーナーを掲載します。会員か
ら、最近の事務局職員が分からない、顔と名前が一致
しない等、の要望がございました。
　簡単なアンケートに記載頂き毎月順番に顔写真と一
緒に掲載していきます。

（職員紹介）
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４校

所管 日付 摘要 出務者

総　　務

10月21日
第75回九州歯科医学大会受付事務説明会（宮崎観光ホテル） 村上課長他２人

九地連役員会（宮崎観光ホテル） 伊藤会長
第75回九州歯科医学大会（宮崎観光ホテル）　本県参加者：14人 伊藤会長、牛島専務理事

22日 第75回九州歯科医学大会厚生行事（宮崎市各所）
　野球、剣道、テニス、ゴルフ、ボウリング、囲碁

伊藤会長、椿副会長、牛島専務理事、
馬場常務理事、工藤理事他３人

23日

第６回理事会
【承認事項】
 （１）関係機関、団体からの役員等の推薦依頼（２）後援依頼
【議　　題】
 （１）関係機関・団体への会費等の納入（２）メールニュース
 （３）城北地区役員連絡協議会・県歯への要望　ほか

伊藤会長他全役員

25日 県口腔保健支援センター出務（県庁） 牛島専務理事

26日

第７回日歯理事会（日歯会館） 伊藤会長

第181回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（熊本第二合同庁舎） 椿副会長

DX打合せ　学院Wi-Fiに関するリコージャパンとの打合せ 宇治常務理事

28日 日本アンチエイジング歯科学会第17回学術大会シンポジウム２（ホテル日航熊本） 伊藤会長

31日 第２回熊本県歯科保健推進会議（県庁防災センター）　県口腔保健支援センター出務 牛島専務理事
11月１日 第２回県循環器病対策推進協議会（県庁防災センター） 牛島専務理事

３日 職員研修旅行（島原市） 岡崎事務局長他

６日 各委員会概算要求協議（医療対策、厚生・医療管理、地域包括ケア、地域保健学校歯科）
大林・永松副会長、牛島専務理事、
長野・宇治常務理事、町田・工藤・
髙水間・椿理事

７日

県口腔保健支援センター出務（県庁） 髙水間理事
第２回三役会議
 （１）叙勲推薦候補者選定（２）申請状況報告 伊藤会長他専務理事以上全役員

第８回常務理事会
 （１）第４種会員代表歯科医変更（２）講師派遣依頼（３）部活動補助金交付申請　ほか 伊藤会長他常務理事以上全役員

８日 各委員会概算要求協議（社保、広報、学術）
椿副会長、牛島専務理事、宇治・馬
場常務理事、舩津・神㟢・豊田・野
田理事

９日 第10回日歯常務理事会（日歯会館） 伊藤会長

10日 各歯科大学（歯学部）同窓会支部連絡協議会懇親会（熊本ホテルキャッスル） 伊藤会長、牛島専務理事

11日 城北地区役員連絡協議会 永松副会長、宇治常務理事

13日 第２回救急・災害医療提供体制検討委員会（県庁防災センター） 牛島専務理事

15日
都道府県専務理事連絡協議会（日歯会館） 宇治常務理事

県における医療費の見直しに関する計画の検討委員会（県庁防災センター） 椿副会長

16日
第11回日歯常務理事会（日歯会館） 伊藤会長
第２回選挙管理委員会
 （１）履歴書の統一化

永松副会長、牛島専務理事、宇治常
務理事、中原委員長他全委員

17日
第１回国民健康保険運営協議会（県庁） 牛島専務理事
くま歯キャラバン隊（玉名郡市）（玉名市文化センター）
　テーマ：医事紛争の実情と実例 永松副会長、椿理事

18日

 「中国・四国」「九州」地区歯科医師会役員連絡協議会（ホテル日航熊本）
 【協　議】
 （１）警察嘱託歯科医師及び海上保安歯科医との連携
 （２）「オーラルフレイル」啓発運動の今後の取り組み（３）各県の医院継承への取り組み
 【日歯への要望】
 （１）歯科衛生士養成校への経営支援

伊藤会長他水上監事を除く全役員

19日  「中国・四国」「九州」地区歯科医師会役員連絡協議会 お見送り（ホテル日航熊本） 牛島専務理事

20日 全国歯科保健大会第２回準備委員会
 （１）大会内容（２）会場下見・メンバー

大林副会長、牛島専務理事、宇治・
馬場常務理事、工藤・神㟢・髙水間
理事

21日
第９回常務理事会
 （１）新入会員の承認（２）関係機関団体への会費等の納入
 （３）関係機関・団体から役員等の推薦依頼　ほか

伊藤会長他常務理事以上全役員

22日 県口腔保健支援センター出務（県庁） 宇治常務理事

23日
熊澤榮三先生（福岡県歯元会長）旭日雙光章受章祝賀会（ホテルオークラ福岡） 浦田顧問
第16回熊本顎変形症研究会懇親会（熊本市） 伊藤会長

会 務 報 告 自　令和５年10月20 日
至　令和５年11月23 日
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社会保険

10月26日 保険集団的個別指導（県庁） 舩津理事

28日

社会保険個別相談会　相談者：１人 野田理事、桐野委員長、上田委員
【Web】社会保険委員会（県歯会館、各診療所）
 （１）会員向け発行物（２）指導立会者、個別相談対応
 （３）九州各県社保担当者会報告　ほか

椿副会長、舩津・野田理事、桐野委
員長他12委員

31日 社会保険医療担当者監査（熊本第二合同庁舎） 舩津理事
11月２日 社会保険個別相談会（合志市）　相談者：１人 舩津理事、園田副委員長、市川委員

９日 保険個別指導（熊本第二合同庁舎） 上田委員
11日 宇城三郡市学術講演会 舩津理事

地域保健
学校歯科

10月23日 第２回県がん対策推進会議（熊大病院） 大林副会長

25日
リビング新聞社取材対応（診療所） 髙水間理事
【Web】県健康づくり推進課と歯科保健推進会議事前打合せ（診療所） 大林副会長

26日 第73回全国学校歯科医協議会（兵庫県歯会館） 大林副会長
28日 九州各県地域保健担当者会（大分県歯会館） 大林副会長、髙水間理事

30日 笑顔ヘルＣキャンペーン打合せ　県歯科衛生士会、熊日との打合せ 大林副会長、神㟢・髙水間理事他６
人

31日 第２回熊本県歯科保健推進会議（県庁防災センター） 大林副会長、宇治常務理事
11月２日 第２回くまもと21ヘルスプラン推進委員会（県庁防災センター） 髙水間理事

７日 第２回生徒保健委員連絡協議会（シアーズホーム夢ホール） 大林副会長

12日

【Web】日学歯「基礎研修」 大林副会長他３委員

笑顔ヘルＣキャンペーン中央イベント（熊本市・びぷれす広場） 伊藤会長、神㟢・髙水間理事他８委
員

図画・ポスター、習字コンクールならびに歯・口の健康啓発標語コンクール表彰式
　 （熊本市・ぴぷれす広場）

伊藤会長、神㟢・髙水間理事他４委
員

【Web】日学歯「更新研修」 大林副会長他３委員

16日

県PTA共済審査委員会（県総合福祉センター） 牛島専務理事
県感染管理ネットワーク運営委員会（熊本大学病院） 吉武委員
【Web】地域保健学校歯科小委員会（各診療所）
 （１）はいしゃさんキッザニア

大林副会長、髙水間理事、郷原委員
長他６委員

17日 がん医科歯科連携研修会リハーサル
 （１）接続・進行確認 髙水間理事他５人

19日 【Web】がん医科歯科連携研修会
　講師：熊本大学病院 がんセンター緩和ケアセンター長 教授 吉武　淳先生　受講者：46人 大林副会長、髙水間理事他５人

22日 熊本県健康づくり推進学校表彰審査会 大林副会長

地域包括
ケア

10月26日
保健事業と介護予防の一体的実施打合せ
 （１）荒玉地区の保健事業、介護事業の現状（２）事業に対応できる歯科衛生士の確保
 （３）歯科衛生士確保システム

牛島専務理事、野田理事

28日 九州各県地域保健担当者会（大分県歯会館） 長野常務理事、野田理事

31日 【Web】医療的ケア児研修会
【Zoom】受講者：60人　講師：小篠史郎県医療的ケア児支援センター副センター長

椿副会長、牛島専務理事、宇治常務
理事

11月８日 【Web】地域包括ケア委員会（県歯会館、各診療所）
 （１）ケアマネ研修会（２）介護者歯科実技研修会（３）在宅歯科医療研修会　ほか

【会館】町田理事【Web】長野常務
理事、赤尾委員長他全委員

10日 【Web】県認地課と打合せ
 （１）県保健医療推進協議会の意見（２）今年度の事業内容説明（３）モデル地域研修会 長野常務理事、町田理事

13日 【Web】モデル地域（荒尾市）と打合せ（各診療所）
 （１）在宅歯科医療連携各郡市意見交換会（２）モデル地域（荒尾市）研修会 長野常務理事、町田理事他３人

15日 機能病院と意見交換会
 （１）回復期病診連携（２）エルガナ 牛島専務理事、町田理事

20日 第２回県脳卒中医療推進検討会議（県庁防災センター） 長野常務理事
21日 令和５年度健康・生きがいづくり支援事業推進委員会（県総合福祉センター） 長野常務理事

23日 介護者歯科実技研修会
　講師：飯田良平先生　受講者：39人

伊藤会長、長野常務理事、町田理事、
赤尾委員長園田副委員長を除く全委
員

広　　報

10月20日
【Web】広報委員会
 （１）会報10月号１校目校正（２）いい歯の日の広告内容
 （３）笑顔ヘルＣ写真コンテスト選考

【会館】神㟢理事、月精委員長、秋山
副委員長、他全委員

11月11日 九州各県広報担当者会（鹿児島） 神㟢理事、月精委員長

11月14日 【Web】広報委員会
 （１）会報12月号１校目校正

【会館】神㟢理事、月精委員長、秋山
副委員長、平島委員【Web】他全委
員

11月21日 【Web】広報委員会
 （１）会報12月号２校目校正

【会館】神㟢理事、月精委員長、秋山
副委員長、田中委員【Web】他全委
員

医療対策

10月28日

九州各県歯科医療安全対策担当者会
【報　告】
 （１）日歯報告
【協　議】
 （１）令和５年度九州各県歯科医療安全対策関係事業計画及び予算
 （２）各県提出協議題（３）統一フォーマットによる事例報告　ほか

伊藤会長、永松副会長、牛島専務理
事、椿理事、町田委員長他全委員

30日 熊本県警との協議会（熊本市） 伊藤会長、永松副会長、牛島専務理
事、椿理事、町田委員長

11月20日 医療対策委員会
 （１）事例報告（２）12月18日委員会＋忘年会（３）委員提出協議題　ほか

永松副会長、椿理事、町田委員長他
全委員
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厚生・医療
管理

11月８日 【Web】厚生・医療管理委員会（各診療所）
 （１）インスタグラム活用講演会（２）医院承継講演会（３）代診派遣事業　ほか

永松副会長、工藤理事、牧委員長他
渡邉委員を除く４委員

12日 第24回九州歯科医療管理学会総会・学術大会（長崎県歯会館） 工藤理事、牧委員長
14日 令和５年度（2023年度）熊本県エイズ対策会議（県庁） 工藤理事

22日 【Web】熊本国税局管内税務指導者協議会（県歯会館、診療所）
【会館】伊藤会長、永松副会長、工
藤理事、牧委員長、宮本副委員長
【Web】牛島専務理事

センター

10月26日 保険集団的個別指導（県庁） 椿センター長
28日 九州各県地域保健担当者会（大分県歯会館） 我那覇副センター長

11月４日 障がい児（者）口腔ケア事業研修会リハーサル 我那覇副センター長、山室副セン
ター長

５日 障がい児（者）口腔ケア事業研修会　受講者：80人
椿副会長、牛島専務理事、我那覇副
センター長、山室副センター長、三
笘診療部長

６日 口腔保健センター定例ミーティング（口腔保健センター）　
 （１）登録歯科医制度（２）レセプト（３）県予算への要望案　ほか

椿センター長、我那覇副センター
長、山室副センター長

８日 センター事務職採用面接 椿センター長、牛島専務理事

９日

センター事務職採用面接 椿センター長、牛島専務理事

口腔保健センター実務委員会
 （１）IV-S診療日（２）センター定例ミーティング（３）センター部会　ほか

椿センター長、我那覇副センター
長、山室副センター長、牛島専務理
事、宇治常務理事、三笘診療部長、
大坂訪問部長

10日 日本障害者歯科学会2023年度第２回認定医、認定歯科衛生士研修会（ロイトン札幌） 椿センター長
11日 第40回日本障害者歯科学会（ロイトン札幌） 椿センター長
12日 第40回日本障害者歯科学会（ロイトン札幌） 椿センター長

学　　院

10月23日 第６回理事会 東学院長
29日 学院学年対抗運動会（坪井川緑地運動公園） 秋山副学院長、正清教務部長他６人

11月２日 戴帽式 伊藤会長、東学院長、秋山・弘中副
学院長、正清教務部長

12日 学院文化祭（熊歯衛祭）　歯の謎解き体験40人、ヨーヨーすくい25人、おみくじ60人、
輪投げ42人、お口の型取り13人、赤染体験５人、お口のエステ14人 秋山・弘中副学院長、神山教務委員

14日 学院人事考課二次評価 東学院長、正清教務部長
18日 学院一般・社会人一次入学試験　受験者：15人（一般：８人、社会人：７人） 秋山・弘中副学院長、正清教務部長

21日

Wi-Fi打合せ　リコージャパンからの提案 宇治常務理事
第３回入試委員会
 （１）出願者数及び合格者数の推移（２）各年度合格者の学科試験点数状況
 （３）面接時の質問事項　ほか

伊藤会長、椿・大林・永松副会長、
牛島専務理事、東学院長、秋山・弘
中副学院長、正清教務部長

23日
第16回熊本顎変形症研究会講演会、懇親会（アークホテル熊本城前） 弘中副学院長
第14回熊本県医療人育成総合会議（熊本大学医学部総合研究棟）
 「医療機関における働き方改革と医療人育成」 東学院長

国保組合

11月14日 国保組合被保険者全国大会（有楽町朝日ホール） 上野副理事長、牛島専務理事
21日 国民健康保険事務に係る指導監督 岡㟢事務局長他３人

22日
第３回国保理事会
 （１）規約および保険料規程の一部改正（案）
 （２）健康保険被保険者適用除外承認申請手続きの適正化

伊藤理事長他全役員



事業課からのご案内

朝日生命　　アフラック生命　　住友生命　　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　明治安田生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「5000万円」の
◎令和５年８月より

保障が無診査で加入OK
80才まで継続可能になります！

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２

（2022年の還元率 54％）

会員専用グループ保険制度のご案内



実績と信頼
折り紙付き。

貴金属事業部／〒100-0005　東京都千代田区丸の内1-7-12サピアタワー 11F
TEL：03-6270-1820　FAX：03-6270-1825　URL：https://www.asahipretec.com/　
営業所 札幌・青森・仙台・新潟・北関東・関東・横浜・甲府・静岡・名古屋・北陸・神戸・岡山・広島・四国・福岡・鹿児島・沖縄

アサヒプリテックは、金属資源のリサイクル事業の分野で、

独自技術により皆様から絶大な信頼をいただいており、業界No.1のシェアを実現しています。

また、お預かりした金属の分析から売却までをWeb上で安全に運用できる

「アサヒメタルアカウントシステム」の提供など、貴金属リサイクルをトータルでサポート。

歯科業界における資源循環サイクルを実現しています。

アサヒメタルアカウントシステム

SDGs 取組実施
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編集者のつぶやき

　2023年、暗いニュースも多くありましたが、個人的にはAIの躍進が目覚ましい年だったと感じ
ます。現実がジェームズ・キャメロン監督の映画の世界へ近づいている感覚です。驚異的な進歩を
見せるこの技術の活用は、医療界でもまた大きな課題になりそうです。ターミネーターのような未
来ではなく、AIが人々の健康と幸福に貢献する新たな展開を、期待したいですね。

（I.M）

主な行事予定 2 February
 4日（日） 9：00
 6日（火） 19：00
 9日（金） 19：00
 9日（金） 19：00
 10日（土） 16：00
 17日（土） 17：00
 20日（火） 19：00
 27日（火） 19：00

九州老年歯科フォーラム （県歯会館）
第14回常務理事会 （県歯会館）
「歯および口腔の健康づくり」研修会 （県歯会館）
第５回国保理事会 （県歯会館）
災害歯科保健医療強化事業研修会 （県歯会館）
【Web】医院承継講演会 （県歯会館）
第15回常務理事会 （県歯会館）
第10回理事会 （県歯会館）

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

県内大学生が若者への
オーラルケアの情報を発信しています！

熊本県歯科医師会公認の
オーラルケアサポートアカウント

熊本歯科衛生士専門学院は
Instagramでも情報発信中！

ぜひご覧ください

熊本歯科衛生士専門学院
インスタグラム


